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お わ り に
今こそ国策として，学校教育において「伝統文化」の綜合的および具体的な
理解を目的とした授業を教科として始めることを提案させていただいた．そし
て，伝統的文化に込められた，日本人の精神性，日本人の心を継承し，育んで
ゆき，それを国民の共有する規範として，再び美徳あふれる国の文化を建て直
すことを祈念するものである．
現代日本における伝統文化教育を再興することが，この国の精神的在り方を
立て直し，この国の主権と領土と国民と，そして文化を守ることに繋がると，
私は確信している．したがって，伝統文化教育の再興は，国防問題であるとも
考えている．故に国策であるべきなのである．
本学は，文明開化の只中に，「和魂」の称揚のための公立学校として設立され，
日本の占領とともに廃校の憂目に会い，日本の独立回復とともに私立大学とし
ての復興を果たした．日本の命運とともにあった本学の使命の上からも，本学
における伝統文化の研究と教育の使命は大きいと思われる．
大学における伝統文化の研究・教育においては，国益の上からも，その「和
魂」の「洋才」による解剖ではなく，その「和魂」の昂揚と未来への継承に資
することを，国の教育政策への提案も含めて心がけてゆくべきかと考える．そ
れが「皇国ノ道義ヲ講ジ，皇国ノ文学ヲ修メ，之ヲ実際ニ運用セシメ，以テ倫
常ヲ厚ウシ，文明ヲ補ハントスルニ在リ」との建学の精神に，適うものと信ずる．
現代日本学会において，この国のあるべき姿を目指して，この伝統文化教育
という分野の研究が，やがて花を得て，その実を挙げることができるよう，こ
の国の未来に貢献させていただけるよう，尽力させていただきたく存ずる次第
である．
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